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Construction Report on the Steel Building at the Corner Plot Intersected by Arterial Streets 
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࠙要᪨ �ࠚ � � � � � � � �  

交㏻㔞の㠀常に多い幹線街路交差点のゅ地において鉄骨㐀建⠏物を施工したので，୺に鉄骨建方，資材揚重に

いて，その内ᐜを報告する．敷地に余裕がなく，๓面道路が交㏻㔞の㠀常に多い幹線街路であり，その上✵をࡘ

㤳㒔高㏿が㉮っているなど，道路を౑用しての揚重は不可能であった．そこで，建物内へ搬入車両を入れ，揚重

に必要な部分の梁スラブを後施工とし，その開口を揚重スペースとして，タワークレーンにて鉄骨建方・資材揚

重を行った．それにより歩行者など第三者に与える影響が少ない資材の搬入，揚重を行うことができた． 
また，鉄骨建方ࡸ資材揚重用のタワークレーン⮬体の解体も敷地内で行う必要があり，ᑠࡉなクレーンを㡰ḟ

設置，最終ⓗにேຊによって解体でき，その部材を࢚レ࣋ーターで㝆ࡏࢁるクレーンを設置した．୰層の建物で

も超高層のタワークレーン解体と同様の手㡰とした． 
 

ࢻー࣡ー࢟࠙ �ࠚ 鉄骨� 揚重� タワークレーン� 幹線街路交差点� 地下鉄� 㤳㒔高㏿道路�

 ࡟めࡌࡣ．１
本建物のすഃに㤳㒔高㏿道路㸳ྕ線，その下にはᅜ道

17ྕ線があり，それに交差するように༡ഃに⎔≧୐ྕ線

が㏻るᅜ内最大⣭の交㏻㔞の交差点に立地している． 
また，すഃᅜ道の地下には㒔Ⴀ三⏣線が㉮り，ᯈᶫ本

⏫㥐が㞄᥋している．㏻໅時㛫ᖏの歩行者は㠀常に多く，

らにその歩道はᖜが⊃く，ᮅኤは大ኚΰ㞧する（写真ࡉ

―１㸪㸰）．このため敷地内での揚重が必要となった．  
 

㸰．ᕤ஦ᴫせ 
�.� ᕤ஦ᴫせ 
工事ᴫ要を௨下に♧す．�

工事件ྡ㸸（௬⛠）ᯈᶫᐩኈࣝࣅ建᭰計画᪂⠏工事�
工事ሙ所㸸ᮾி㒔ᯈᶫ༊本⏫3��7�
建物用㏵㸸㖟行ᨭᗑ（�㹼3階），ᗑ⯒（�階），ඹ同ఫᏯ� � �

（�㹼��階），㥔車ሙ（地下�階）�
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建物ᴫ要㸸地下65&㐀，地上6㐀（�㹼��階に6&梁）� � � � � � �
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写真－１ ᏶ᡂ᫬写真（ୖ✵ࡾࡼ） 

 
写真－㸰 ༡すゅ஺ᕪⅬ状況 
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�.�� 㝵ᵓᡂ࣭᩿㠃ᴫせ 
地下は㥔車ሙ，�㹼3階が㖟行階（�階にはู㏵ᗑ⯒），

03階が設備ษ᭰階，�㹼��階が��ᡞの㈤㈚ఫᏯ階となっ

ている．設備ษ᭰階のᙺ๭としては，ఫᡞ階と㖟行階で

はࢺࣇࣕࢩࣉ࢖ࣃ఩置が␗なることから，配⟶・配線⤒

路をษ᭰えること，ࢺラス梁を௓して㖟行階のᰕスࣃン

とఫᏯ階のᰕスࣃンのษり᭰えを行うᵓ㐀ษ᭰階にもな

っている．ɔ 㐀ษ᭰階は梁ᡂが⣙3㹫のࢺラス梁になって

いる．㖟行ᗑ⯒内にᰕをᴟຊ設けないよう配៖ࡉれた計

画で，㖟行階からఫᏯ階にかけて� 3ิ本のᰕがᩳめにな

っていることも特ᚩⓗである（ᅗ－１㸪㸰）． 

 
�.3 ᵓ㐀ᴫせ 
地下は65&㐀となっており，3階（03階）まではᰕ・

梁とも6㐀で，スラブはࢺラス➽࢙ࣟࣇ）࢟ࢵࢹーࢵࢹ

施工のᵓ㐀スラブ．まࡳで，現ሙでは上➃の配➽の（࢟

た，ไ㟈ࢲンࣃーが3階までྛ階に�か所設置ࡉれている．

03階ᗋは$/&∧，�階からはᰕは6㐀ࡔが，梁は6㐀梁を

現ሙ施工鉄➽ࢥンクࣜーࢺでᕳいたࢥンクࣜーࢺ⿕そ鉄

骨梁（6&梁）．୍⯡スラブᆺᯟはࣇラ࢟ࢵࢹࢺࢵで，ࣂ

ーは外部に㟢ฟするので，スラブᆺᯟにሬ⿦ྜᯈࢽࢥࣝ

ᆺᯟを採用し，࣏ࢧࣉ࢖ࣃーࢺᨭಖ工でཷけた∦ᣢࡕス

ラブとなっている．ࡦとࡘの建物でありながら，いࢁい

．であるࡘれていることも特ᚩの୍ࡉなᵓ㐀ᙧᘧが採用ࢁ

6&梁は，梁の๛ᛶを高めて下階への㐽㡢ᛶのྥ上，ᗋ᣺

ືపῶをᅗって採用ࡉれている（ᅗ－㸰）． 

 
㸱．ᥭ㔜ィ⏬ 
3.� ᥭ㔜ィ⏬ࣟࣇーࣕࢳーࢺ 
揚重計画において౑用するクレーンは，地下工事揚重

用のラࣇタークレーンもྵめると�✀㢮とした．鉄骨建方

用のタワークレーンから，タワー解体・資材揚重用のジ

ブクレーン，᭦にその解体用のᑠᆺジブクレーンの設置

とした．最終のᑠᆺジブクレーンは，ேຊにより解体し

(9でⲴ下ࢁす超高層建⠏のクレーン解体に㢮ఝした方

法とした（ᅗ－㸱）． 
 

ᅗ－㸰 ᵓ㐀ᴫせ᩿㠃ᅗ  
 㖟⾜࣭ᗑ⯒࣭ఫᏯ3ࡘの⏝㏵ࢆ㞟⣙ࡓࡋ」ྜ᪋タ  

ᅗ－１ 㝵ᵓᡂ࣭᩿㠃ᴫせ 
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3.� ᆅୗ㕲㦵（�⠇）のᘓ᪉ 
地下㌣体工事においては，ᵓ台の設置が必要であり，

外部にクレーン設置してのసᴗがᅔ㞴なことから，施工

⠊ᅖを⣽分したࢥンクࣜーࢺᡴ設計画，ᵓ台設置計画と

した．ɔ 台上では��㹲ラࣇタークレーンをᇶ本としてᇶ

♏㌣体のᵓ⠏と�⠇鉄骨建方を行った．ᵓ台の఩置ࡸク

レーンのసᴗ༙ᚄとᰕの重㔞➼は限ᗘに㏆い計画となり，

ᵓ台の下部ࡸ，ᒣ␃とᵓ台㛫の⊃㝼部分の施工➼は㠀常

にᅔ㞴なものであった（写真－㸱㸪４㸪５）． 

 ークレーン（276����1）の組立࣡ࢱ 3.3
�階スラブまでのࢥンクࣜーࢺᡴ設᏶஢後，本設の65&

梁上にあらかࡌめ設置しておいたタワークレーン用の᮰

ᰕ上にᇶ♏を設置した．� 階より⮬立࣏スࢺで最上階の

建方（� ⠇）まで施工可能ࡔったので，㏵୰で࢔ࣟࣇク

ラ࣑࢖ンࢢ➼は行わない計画とした．なお，⤌立用のラ

，るためࡏ資材㐠搬車両を�階ᗋ上に஌ࡸタークレーンࣇ

クレーンのᇶ♏（᮰ᰕ）もྵめてᵓ㐀を᳨ウした（写真

－㸴㸪㸵㸪㸶）． 

写真－㸱 �⠇㕲㦵ᘓ᪉状況 
 

 
写真－４ ᵓྎୗ㕲㦵ᘓ᪉状況 

 

写真－５ �⠇㕲㦵ᘓ᪉᏶஢ 

写真－㸴 ࣡ࢱークレーンᇶ♏タ⨨ 
 

 
写真－㸵 ࣡ࢱークレーン組立状況 

 

 
写真－㸶 ࣡ࢱークレーンⴠᡂ 
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3.� ᆅୖ㒊（�㹼�⠇）㕲㦵のᘓ᪉ 
地上部は6⠇でᵓᡂし，1࣭ 2⠇の梁・ᰕはẚ㍑ⓗ大き

なᑍ法・重㔞のものであった．建方࢔࢚ࣜẖに60㹲ラࣇ

タークレーンを設置してᰕを建て，タワークレーンはྜ

␒ཬࡧ梁の⤌ࡳ立てに౑用した．Ⲵྲྀスペースの開口☜

ಖのため梁を୍部外して建方を行った．3 ⠇௨㝆は඲て

タワークレーンにて建方を行い，୍部のタワークレーン

のᒆかない⠊ᅖはラࣇタークレーンで行った．ప層部建

方をラࣇタークレーンで行える⠊ᅖを᳨ウしてタワーク

レーンの能ຊを最ᑠのᛶ能で㑅定し，クレーン解体時の

重㔞ࣜスクపῶをᅗった（写真－㸷㸪１㸮㸪１１㸪ᅗ－

４）． 
 

写真－１㸮 �⠇㕲㦵ᘓ᪉ 
 

写真－１１ ㈨ᮦᦙධ㸪ᱱの㛫ᘬࡁ状況 写真－㸷 ࣛࢱࣇークレーンࡿࡼ࡟㕲㦵ᘓ᪉ 

 
ᅗ－４  ᆅୖ㒊㕲㦵ᘓ᪉ィ⏬ᅗ 
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3.� ジブクレーン（2-�3�15）の組立から࣡ࢱークレー

ン（276����1）の解体まで 
タワークレーンは，重㔞物の揚重をకう鉄骨建方を୺

ᙺ๭とした．また，㌣体・内外⿦材のⲴ揚ࡆおよࡧタワ

ークレーンの解体用として，R階にジブクレーンを設置

した．こࡕらもタワークレーン同様，鉄骨梁上にあらか

め᮰ᰕをྲྀり௜けて設置した．タワークレーンの解体ࡌ

計画は，╔工当ึにおいて，解体時のブー࣒のྥきࡸ解

体部材のⲴ下ࢁしスペースの設定を行い，決定した（写

真－１㸰）． 

3.� ジブクレーン（2-�3�15）ࡿࡼ࡟ᥭ㔜 
敷地条件から搬入車両からの揚重を道路からではなく

建物内からとし，�)㹼�)のスラブを後施工とする計画と

した．このようにすることで歩行者など第三者に影響が

少ない搬入計画が可能となった．クレーンの解体およࡧ

スラブ後施工の実施時ᮇを，௙上工事の工⛬に影響がな

いようㄪᩚした（写真－１㸱㸪ᅗ－５㸪㸴）． 
 
 

OJ-30NR

OTS-100N

写真－１㸰 ࣡ࢱークレーン（276����1）解体 

写真－１㸱 ࣛࢫブ㛤ཱྀ状況 

搬入車両

荷上げ開口
スラブ後施工
2F～4F

OJ-30NR

 
ᅗ－㸴 ㈨ᮦᥭ㔜࣓࢖ージ 

OJ-30NR

ᅗ－５ ㈨ᮦᥭ㔜⏝の㛤ཱྀ㒊 
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3.7 ジブクレーン（.0���6）の組立からジブクレーン

（2-�3�15）の解体まで 
揚重用のジブクレーン（OJ-30NR）と，最終解体用の

ジブクレーン（KM-10S）の設置は，屋上設備機器の配

置より決定したのではなく，逆にクレーンの設置計画よ

り設備機器の配置を決定した．これは，将来の設備機器

の交換時にクレーンの設置を可能とするためであり，設

置用の架台も存置した（写真－１４，１５）． 
 
４．まとめ 
本建物は，建物の規模としては特段大きいわけではな

かったが，敷地の四方に余裕がなく，幹線街路交差点と

いう厳しい立地条件下での工事であった．そこで，建物

内へ搬入車両を入れ，揚重に必要な部分の梁スラブを後

施工とし，その開口を揚重スペースとして，タワークレ

ーンにて鉄骨建方，資材揚重を行うことにより，歩行者

など第三者に与える影響の少ない資材の搬入・揚重を行

うことができた．また，タワークレーンの解体は，敷地

外で大きなクレーンを設置解体することが，道路事情の

ため不可能であったので，超高層建物と同様の解体手法

を採用した． 
本稿で報告した揚重計画を実施するとともに，当社の

施工技術を最大限に発揮することで，施工段階から最終

引渡しまで，常にお客様に満足して頂ける工事を実現す

ることができた． 
 
 
謝辞：本工事に於いて，発注者様，設計事務所様には多
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Summary   We carryed out a construction of steel structure at a corner lot intersected by two arterial streets. 
So, we report mainly about its steel frame building and lifting heavy materials. It was impossible to hoist heavy 
materials from the streets because of the busy traffic and the capital free way called Tokyo Expressway which 
passes above the street. In addition, the building occupies the almost entire site. For these reasons, we explored 
the approach of bringing transport vehicles into the site (i.e., into the building) and postponing the beam and slab 
works which spaces are necessary to build steel frames and hoist heavy materials by the tower crane. In this way, 
we were able to put the transportation and lifting works into effect with minimal concequences for third parties 
such as pedestrians.  

Additionally, we needed to include the dismantling of the crane itself in the on-site. It also required shifting 
cranes to smaller ones according to the disassembly plan. At last we installed a crane which could be taken to 
pieces manually by construction workers and be put down by the elevator. We prepared the disassembly plan for 
cranes at skyscraper-building level even though we were constructing medium-rise building. 
 
Key Words :  Steel frame, Tower crane, Lifting or hoisting heavy materials, Intersection of arterial streets, 

 Underground railway, Capital freeway called Tokyo Expressway 

OJ-30NR

写真－１４ ジブクレーン（.0���6）組立状況 

OJ-30NR
.0-10S

写真－１５ ジブクレーン（2-�3�15）解体状況 
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